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自己紹介（運営・管理）

（協力講座：理学研究科物理学専攻）

金属材料研究所低温電子物性学研究部門教授 〇物性物理学実験

「分子性有機物質の
強相関電子状態」

東北大学
極低温科学センター長 2012年4月～
金属材料研究所 副所長 2014年4月～
副理事(研究公正担当)2022年4月 （総長特別補佐(研究倫理) 2018年4月～）

2012年4月 東北大学安全保障輸出管理委員会委員長（全学管理責任者）
2014年4月～経済産業省安全保障貿易管理調査員
2017年4月～経済産業省安全保障貿易自主管理促進事業アドバイザー
2022年4月～文部科学省公正な研究活動の推進に関する有識者会議委員

国立大学協会研究インテグリティに関する専門調査会委員

経済産業省山形大学
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大学の基本的な目標

学問的倫理観，誠実性の堅持（研究倫理）
国際レジーム（安全保障貿易管理）
産学連携ガイドライン（利益相反・責務相反）の遵守

透明性，説明責任の自主的・自律的な管理
（研究者・研究機関）

世界と地域に開かれたアカデミア・ユニバーシティ
オープンサイエンス時代において，排外的にならない

国際共同研究・連携活動の実施

特に科学技術に基づく社会的価値の創出(イノベーション)において
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大学を取り巻く環境の変化

国際化・オープンサイエンスの推進

国際的研究活動において、研究者の意図しない利益・責務相反や技術流出の懸念
（国際社会、政府から）

その一方で、新たなリスクも・・・

大学における研究・教育活動の基本

政治・経済・安全保障環境の変化

【新聞報道】
・「米国大学教授に有罪評決（他国の国家プロジェクト参加で虚偽申告）」（朝日新聞朝刊 2021年12月23日）
・「ノーベル賞候補が海外大学に移籍 日本の「頭脳」流出懸念」（河北新報朝刊 2021年9月4日）

【例】
国際共同研究の推進／WEB活用による国際学会への参加増／海外機関や海外研究者との交流増

（文部科学省研究インテグリティHPより） （文部科学省研究インテグリティHPより）

※研究インテグリティで新たに対応が求められる部分

研究インテグリティ
＝研究の国際化やオープン化に伴う
新たなリスクに対して新たに確保
が求められる、研究の健全性・公正性

国際的に信頼性のある研究活動
研究の健全性・公正性（研究インテグリティ）を確保するため、

研究活動の透明性を確保し、説明責任を果たす必要性
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国際情勢：研究の透明性とインテグリティ

経済安全保障，技術流出懸念

国際学術交流，オープンサイエンス，グローバル化 安全保障（軍事的，経済的）

G7 Cornwall Summit (２０２１年６月１３日) 成果文書

https://www.mofa.go.jp/mofaj/ecm/ec/page4_005342.html外務省HP

transparency and integrity of research

開かれた相互主義的な研究協力のためのG7「研究協約」

研究の透明性とインテグリティ
(誠実性)の向上
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１．研究者自身による適切な情報開示
①職歴・研究経歴
②兼業等の所属機関・役職
③当該機関外からの研究資金や資金
以外の支援（外部支援）

④当該支援の相手方

・「大学及び公的研究機関における研究インテグリティの確保について（依頼）」
（令和３年４月２７日文部科学省通知）

・「研究活動の国際化、オープン化に伴う新たなリスクに対する研究インテグリ
ティの確保に係る政府としての対応方針について」（令和３年４月２７日 統合イノベーショ

ン戦略推進会議決定）

２．大学・研究機関でのマネジメント強化
①規程・組織の整備
②リスク管理に必要な情報の収集
③研修強化等の取組

適切な学内手続き・リスクの相談

チェックリスト
による確認

大学・研究機関が求められている取組み 6/18



「研究インテグリティ」に関係する大学組織

 研究不正防止
 研究費不正使用防止
 利益相反マネジメント
 安全保障輸出管理
 生命・医療倫理
 営業秘密漏洩
 ハラスメント・学生支援
 ．．．
 研究インテグリティ

組織・所掌分担（東北大学事務機構）

総務企画部
法務・コンプライアンス課
• ハラスメント相談窓口

（コンプライアンス係）
• 安全保障輸出管理室
• 利益相反マネジメント事務室

研究推進部
研究コンプライアンス推進室

• 公正な研究活動
• 研究費の適正使用
• 人を対象とする医学系研究
• 動物実験
• 遺伝子組換え実験
• 生物多様性（ABS対応）

産学連携部
• 共同研究，受託研究，寄付金
• NDA, MTA

〇研究担当理事

〇産学連携担当理事

〇総務担当理事

〇人事労務担当理事
人事企画部
• 兼業
• 人事記録

公正な研究活動

国際企画課
• 学術交流協定

〇教育担当理事 教育・学生支援部
• 留学生課

広範で縦割りな対応部署
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東北大学「研究インテグリティ」マネジメント体制

「研究インテグリティ」 公正な研究活動推進
（研究倫理全学活動）
2016年１月スタート

安全保障輸出管理
2010年3月スタート
（規程，管理室）

利益相反マネジメント
2009年3月スタート
（規程，事務室）

2019.12 “Fundamental Research Security” JASON Report
2020. 1 C.リーバー教授逮捕（米国）
2020.10    「オープン化，国際化する研究におけるインテグリティ」 JST/CRDS 調査報告書
2021.  3 研究インテグリティ（Research Integrity）に係る調査分析報告書 PwCあらた有限監査法人

2022. 4 研究インテグリティマネジメント体制スタート

2022. 5 「みなし輸出」管理の明確化対応スタート

2021. 4 文科省通知 「大学及び公的研究機関における研究インテグリティの確保について（依頼）」

2021. 6以降 学内部局，会議体などでのFD・報告

2022. 3 学内規程の制定・体制の整備

2021. 8(－2022. 3) 文科省委託業務 「研究インテグリティの確保に係る調査分析業務」

（委員会設置，webサイト・相談窓口オープン）

内閣府検討会，…
経済産業省・東北経済産業局
文部科学省
公安調査庁・東北公安調査局
内閣府

内部検討開始（2020.2~）

2021.11 経産省「輸出者等遵守基準を定める省令の一部を改正する省令」等

制度設計検討開始（2021.4~）

2021.12 「みなし輸出」管理の明確化に関する事前アナウンス（全学講習会・実務研修会）
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2021.  6 G7 Cornwall Summit 成果文書 G7研究協約 「研究の透明性とインテグリティを向上」
2021.  6 統合イノベーション戦略２０２１ 「研究インテグリティの自律的な確保」

2022.  7 研究インテグリティという考え方の重要性について 日本学術会議会長メッセージ
2022.11 研究インテグリティに係る国大協声明

（オープンかつ透明性・公正性を有するとともに安心・安全で持続可能な教育・研究活動の国際化を支援するために）



大学対応の方向性・体制の確認

学内体制・ルールとの整合と関係を整理： 情報のフローと一元化
啓発活動・研修実施のスタンス： 公正な研究活動

啓発・FD活動

既存事務フロー

公正な研究活動推進

研究インテグリティ・マネジ
メント委員会/専門委員会

－相談窓口－
（研究コンプライアンス推進室）

• 安全保障輸出管理
• 利益相反マネジメント
• 人事
• 共同研究
• 産学連携
• ．．．

研究インテグリティの確保に係る対応方針（概要）より
内閣府科学技術・イノベーション推進事務局（令和３年１２月）
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東北大学における研究インテグリティの確保に向けた体制

職歴・研究経歴兼業先の

所属機関名・

役職

学外からの研究
資金以外の支援
及び当該支援の

相手方

安全保障輸出管理
委員会

公正な研究活動
推進委員会

人事企画部 産学連携部

共同研究
学術指導
受託事業
寄附 等

人事情報
兼業

学外からの研究
資金以外の支援
及び当該支援の

相手方

兼業先の

所属機関名・

役職

学外からの研究
資金以外の支援
及び当該支援の

相手方

学外からの研究

資金
職歴・研究経歴

学外からの研究

資金

学外からの研究

資金

研究インテグリティ・
マネジメント委員会

利益相反
マネジメント委員会

学外からの研究

資金

関連委員会・組織から得られる研究者情報

兼業先の

所属機関名・

役職

職歴・研究経歴

※ researchmap、 e-Rad等も活用

情報の共有と連携

確認書
の提出

研究者

（研究者又は大
学・研究機関等
が活動に伴って

得る利益）

○マネジメント体制について

情報公開・開示 啓発活動
FD
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利益相反マネジメント
委員会

安全保障輸出管理
委員会

公正な研究活動推進
委員会

人事企画部

産学連携部

「連携」

○マネジメント体制について

【委員構成】
・副理事（研究公正担当）※委員長
・研究インテグリティ関係部署職員 若干人

【委員構成】

・理事・副学長（研究担当）※統括責任者（委員長）
・総長が指名する理事又は副学長 若干人
・その他委員会が必要と認めた者 若干人

※研究インテグリティに関する研究者情報等を保有する組織の責任者等により構成

・規程等の制定及び改廃
・研究インテグリティの確保に係る要請
・その他本学の研究インテグリティ・マネジメントに関する重要事項

研究インテグリティ・マネジメント委員会

研究インテグリティ・マネジメント専門委員会

・研究インテグリティ・マネジメントに関する専門的な事項の調査審議
・相談窓口対応
・研究インテグリティに関する研修会の企画・実施

総 長

令和４年４月からマネジメント体制スタート

相談窓口

東北大学における研究インテグリティの確保に向けた体制 11/18

情報共有 相談
（経営判断が必要な場合）



○研究者の対応事項

情報の共有と連携

研究者

学内ルールに基づき
情報開示・申告

研究インテグリティ・マネジメント専門委員会

研究インテグリティ・マネジメント委員会

研究インテグリティの観点で経営判断
が必要である場合、情報共有、対応検討

リ
ス
ク
相
談

(

懸
念
が
あ
る
都
度

、
随
時

）

部局担当係
（安全保障輸出管理、利益相反、共同研究、寄附等）

安全保障輸出
管理担当

利益相反
マネジメント担当

産学連携担当 人事担当

連携

本部

相談窓口（研究推進部）

チェックリスト確認
確認書提出
（年に１回）

・学内ルールに基づき情報開示・申告
・e-learningやFD研修の受講
・researchmap等での適切な情報公開

東北大学における研究インテグリティの確保に向けた体制 12/18



相談窓口 research_integrity@grp.tohoku.ac.jp

東北大学 研究インテグリティ

研究インテグリティ啓発ポスター

研究インテグリティ相談窓口 13/18



研究者自身による適切な情報開示
①職歴・研究経歴
②兼業等の所属機関・役職
③当該機関外からの研究資金や資金
以外の支援（外部支援）

④当該支援の相手方

大学・研究機関でのマネジメント強化
①規程・組織の整備（マネジメント委員会、相談窓口）
②リスク管理に必要な情報の収集（チェックリスト）
③研修強化等の取組（e-learning、 FD・SD研修）

研究者

大学

チェックリストによる確認と確認書の提出

大学・研究機関が求められている取組み 14/18



研究の国際化，オープン化に伴う新たなリスクに対するチェックリスト(雛形)（令和３年１２月１７日）
（研究者向け，大学・研究機関向け 文部科学省・内閣府）

[＊大学・研究機関等での研修や理解醸成、
自己点検等にご利用いただけます（文科省HP）]

チェックリスト（雛形） 15/18



準備中
（2022年度中開始）

東北大学版チェックリスト/e-learning -> 確認書 16/18

Googleフォームより、研究インテグリティに関する
東北大学版チェックリストを確認し、「確認書」を提出。



大学が抱える現実的課題
• コスト (Limited human and financial resources)
• 調査能力 (Limited investigation capability)
• 機関での情報把握が困難なケース

大学・研究機関での実効的な運用のためには

Academic freedom
Open door policy

学術界の原理
研究第一・門戸開放

学術機関での研究インテグリティ 17/18

研究インテグリティ

社会的要請
国際情勢の変化

研究セキュリティ

リスクマネジメント
－サイエンスメリットとのバランスー
－要個別対応－

研究者と事務職員の意識と感度を上げることが重要！



どのようにリスクの認識、分析、判
断に必要な情報を収集するか。

リスクへの

対応

リスクの

認識

情報の

収集

リスクの

判断

リスクの

分析

誰がどのような情報に基づいてリ
スクを認識するか。

誰がどのような評価基準に基づい
てリスクの分析をするか。

誰がどのように受け入れ可能なリ
スクかどうかの判断を行うか。

誰がどのようにリスクへの対応（モ
ニタリング含む）を実施するか。

部局担当係

（安全保障輸出管理、利益相反、共
同研究、寄附、等）

• 研究インテグリティの観点でリスク
がある場合、相談窓口に相談

研究者

• 大学に対して適切な申告、報告を
実施

• 自らの行為が問題ないか相談窓
口へ相談

委員会
• サイエンスメリットと研究インテグ

リティ上のリスクを比較し、大学と
してリスク判断

専門委員会・相談窓口

• 研究インテグリティの観点でリスク
があるか確認

• 経営判断が必要な場合、委員会
で対応を検討

専門委員会・相談窓口

• 対処方法を検討し、部局担当係
及び研究者へ提示

委員会
• 必要に応じて対象者へ指導・要請

「ガバナンス」

•総長のリーダーシップの下で、既存の体制・システムを最大限活用した研究インテグリティの確保の一元的な体制・システムを構築

•研究インテグリティ・マネジメント委員会（以下、委員会）、研究インテグリティ・マネジメント専門委員会（以下、専門委員会）を設置、全学を対象とした対応
体制を整備

•公正な研究活動推進に関する研修の一環として研究者への定期的な教育・研修を実施、研究インテグリティの確保の重要性の理解及び研究者自身の適
切な情報開示に対する理解を醸成

「オペレーション」

•リスク評価、判断で疑義、懸念が提起された場合の対応－対応方法の構築と関連部署との連携－を確認

•役員による大学の経営判断が必要である場合、委員会で対応を検討する一方、研究インテグリティにおける懸念が生じた場合は、総長特別補佐（研究倫
理担当）を委員長とした専門委員会で相談対応し、対処方法を検討の上、部局担当係及び研究者へ提示

•リスク報告フローについて、研究者、部局担当係・本部、相談窓口、専門委員会、委員会それぞれの報告フロー内の対応事項を定義

•人材の確保、育成において、事務担当者（本部、部局）や相談窓口担当者への研修を徹底し、マネジメント業務に必要な幅広い知見を得る機会を設定

「情報共有・報告・モニタリング」

•情報の収集について、既存体制・既存システムを活用。教職員、学生等で研究活動を行う全ての者を対象とし、①職歴・研究経歴、②兼業等の所属機関・
役職、③研究資金や研究資金以外の支援及び当該支援の相手方等に関する情報を収集

•対象者は、既存体制に基づき、大学に対して適切な申告、報告等を実施、不足する情報については確認書の提出時に合わせて収集

•相談窓口の設置により、研究インテグリティに関して、研究者から日常的な研究活動において、自らの行為が問題ないかを相談できる体制を整備

【マネジメント業務フローのイメージ図】

文部科学省研究インテグリティwebサイトより公開
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